
分類 3-02 教科名 公民 科目名 現代社会 

対象学科（ｺｰｽ） 全学科 学 年 ３ 単位数 ２ 

指 導 目 標 

現代の政治・経済・国際関係について基礎的な知識を身につけ、社会の一員として必要

な考え方を養う。新聞・テレビニュースなどから身近な問題を取り上げることにより、

面接等の進路に役立つ学習をすすめる。 

内 容 

現代社会の課題について概観する。 

政治とは何か、政治の基本的なはたらきを理解する。 

最高法規である憲法について理解を深め、日本の政治や国際社会について考える。 

内容の取扱い 

教科書を基準にまとめていく。その際、各種の資料を読みこなしたり、要約したりする

力を養う。また、新聞等で時事問題を多く取り上げたり、生徒自身が調べたりすること

により、社会に対する興味・関心を高める。 

指 
 

導 
 

計 
 

画 

学 期 指 導 事 項 指 導 内 容 予定時間 

1 学 期 

4 ～ 6 月 

現代社会の課題 現

代社会の特質・生き方 

＊環境 資源エネルギー 科学技術の発達 生命 宗教・芸

術 福祉 少子高齢社会 高度情報化社会 国際化社会 

 

22 政治とは ＊個人と国家 法の支配  世界の政治体制 

 

日本国憲法 ＊日本国憲法の制定過程 

 

2 学 期 

7～11 月 

日本国憲法 ＊基本原理 ９条と自衛隊 日本の安全保障 

 

30 

 ＊法の下の平等 

＊自由権      

 ＊社会権    新しい人権 

＊公共の福祉 

日本の政治のしくみ ＊裁判所・国会・内閣の基本的なしくみ 

 

 

 

＊地方自治  選挙制度 

3 学 期 

12～3 月 

国際政治の動向と日

本の役割 

＊国家主権と国際法  

＊領土問題 

 

18  ＊地域紛争と民族問題 

 

 ＊国際連合の役割 

 ＊核兵器廃絶 

教科書・副教材他 
『高等学校 改訂版 新現代社会』（第一学習社） 

 

 

 

評 価 規 準 

評価項目・対象 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解 評価比重 

授 業 態 度 ◎ ○ ◎ ○   

提 出 物 ○      

定 期 考 査  ○ ○ ◎   

評 価 の 重 点 考査の点数はもちろん、社会に対する興味関心や調べる意欲・態度などを重視する 

 


